
◆第３期佐世保市地域福祉計画・佐世保市地域福祉活動計画　令和３年度取組み評価一覧表

【実施結果の分析と今後の取組み方針】
〔市〕
○令和4年度より保健福祉部内に「地域連携準備室」を立ち上げており、令和5年度から重層的支援体制整備事業へ
の移行準備事業に着手できるよう、具体的な検討及び準備を進める。

〔社協〕
○新型コロナウイルス感染症予防のため、市のフェーズに応じた活動の実施を各サロンへ要請。1月には、市の
フェーズに応じた対応から県の感染段階に応じた対応へと統一されたため、サロン活動の実施についても県の感染
段階に応じた対応をとるよう要請した。昨年度と同様、自粛要請期間中の職員の訪問支援回数がコロナ禍前より減
少している。

○各サロンについては、感染症予防対策の徹底を継続するよう周知し、コロナ禍での運営支援に努めた。
→感染予防対策の情報提供など、コロナ禍におけるサロンの運営支援を行ったことで「参加者同士が気軽に相談し
合う場」が出来ている。しかし「身近に相談できる体制づくり」という目標からすると、サロンの運営支援に偏っていたこ
とも否定できない。引き続き、感染段階に応じた活動支援に取り組むとともに、地区担当職員が関わる意味を改めて
確認し、各関係機関との連携を密に取りながら、地域住民が身近に相談できる場所としての役割が担える取組みを
考案する。
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令和３年度　具体的な取組み実績
実施結果の分析と今後の取組み方針

Ｒ５Ｒ１ Ｒ２

【具体的な取組みと実績】
〔市〕
地域住民が抱える課題が複雑化・複合化する中で、従来の属性別の支援体制では対応困難な事例があることから、
既存の相談支援等の取組を活かしつつ、地域住民の複雑化・複合化した支援ニーズに対応する包括的な支援体制
の整備（重層的支援体制整備）に向けた検討を開始した。

〔社協〕
○サロン訪問の際に受けた相談を必要に応じ各関係機関へつないだ。
 →介護保険サービスに関する相談、新型コロナウイルス感染症予防（サロン運営含む）に関する相談、災害時の対
応に関する相談、日常生活上のちょっとした困りごとに関する相談等

○福推協及び民児協の定例会等へ出席し、社協の事業説明や相談支援に関する助言を行った。各サロンには、新
型コロナウイルス感染症予防関連の情報や見守り支援活動、相談窓口に関する情報提供を行った。

市
社協

【市】
高齢者や障がい者等に関する相談に包
括的に対応できる相談体制の検討

【社協】
社会福祉協議会の地区担当職員による
活動支援。
・ふれあいいきいきサロン、見守り活動
等のバックアップなどを行う。
・地域住民が身近に相談できる体制づく
りの推進。

【参考】
サロンや見
守り活動等
への支援活
動回数

実績値 334回 192回 284回

基本目標➊

施策 事業名 ページ

地域の課題把握・解決のための仕組みづくり～様々な課題に対応した相談支援体制・連携の充実～

推進委員会

評価

自己
評価 意見

Ｒ３ Ｒ４
実施
主体 事業内容（主な取組み） 目標・指標等

（１）身近に相談でき
る体制づくり

45

 資料１－２

【１】地域の課題
を把握する体制
づくり
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基本目標➊

施策 事業名 ページ

地域の課題把握・解決のための仕組みづくり～様々な課題に対応した相談支援体制・連携の充実～

推進委員会

評価

自己
評価 意見

Ｒ３ Ｒ４
実施
主体 事業内容（主な取組み） 目標・指標等

 資料１－２

目標値 年3回

―

100%

達成度 67% 0% 50%

100%

（２）民生委員・児童
委員の活動支援

46

〔市〕
①民生委員児童委員活動費補助事業
・福祉活動を支えるため、情報提供や補
助等、積極的な支援を行う。

②連絡調整会議及び各種研修会の開
催

〔社協〕
①地区定例会等への参加（事業の周
知、説明）
・定例会等への参加を通じて、事業の周
知や説明を行う。
②相談対応のバックアップ
・困難ケースをはじめとした相談対応の
バックアップを行う。

市
社協

実績値 年12回
年7回
※一部
中止

年8回
※一部
中止

達成度 100% 58% 67%

定数
調査

定数
調査

各種研修開
催回数

一斉
改選

【実施結果の分析と今後の取組み方針】
〔市〕
○会長会の開催や活動費等の補助を行うことで、民生委員・児童委員の業務が円滑に行われ、地域住民の福祉
ニーズに対応でき、健康で安心に暮らせる町の実現に貢献した。
→今後も引き続き情報提供や補助等、積極的な支援を行い、良好な連絡提携と協力関係を保持することで、福祉の
推進を図る。

○3年毎に民生委員の一斉改選があるが、全国的にもなり手不足が問題化しており、市に推薦する各町内会関係者
が改選の度に苦慮している状況である。町内会においては、候補者の職場の定年延長による就業拡大や地域コミュ
二ティの希薄化で人選が難しく、現在約25名の欠員が生じている。
→地域福祉のより一層の推進のため、今後も引き続き民生委員・児童委員の活動を支援していき、欠員地区に対し
ては説明及び依頼を重ね、随時補充を行う。

○民生委員・児童委員のＰＲ活動を行い、地域住民をはじめ、関係機関・団体等に対して、委員の存在やその活動に
ついて、一層の理解促進を図り、委員活動の充実につながることを目指した。
→民生委員・児童委員制度の理解を深めるため、引き続き市のホームページや広報誌等で周知を図る。

〔社協〕
○貸付事業の内容など、民生委員・児童委員と特に関係のある事業の周知が継続的にできている。
→引き続き、各地区民生委員・児童委員に対する制度の周知を図り対象者への支援につなげる。

72%

【具体的な取組みと実績】
〔市〕
○「民生委員児童委員協議会会長会」は、通常毎月１回開催し、33地区の会長、主任児童委員部会長、社会福祉協
議会、市関係部局での意見交換や情報提供を行っているが、令和3年度は、新型コロナウィルス感染症拡大防止の
ため、一部中止し、年8回行った。また、地区活動費や個人活動費等の支援を行った。

○「民生委員・児童委員会長研修」及び「民生委員・児童委員全体研修」の開催を予定していたが、新型コロナウイル
ス感染症拡大防止の観点から、全体研修を中止し、会長研修のみ実施した。全体研修中止の対応策として研修教材
２種（１つは各地区毎、もう１つは全民生委員へ）を配布し、知識の向上、意識の醸成を図った。

○民生委員・児童委員に関する市民の理解を深めるため、市ホームページや広報させぼ5月号に民生委員・児童委
員の役割を掲載し、また市役所庁舎に「5月12日は民生委員・児童委員の日」の懸垂幕を掲示するなどして、周知・広
報に努めた。

〔社協〕
○民児協会長会や地区民児協定例会に出席し、事業の周知を行った。また、個別に相談があった際には、その対応
や利用できるサービス等について情報提供を行った。
　・民生委員・児童委員からの相談件数（11件）
　　経済的困窮に関する相談を生活困窮者自立相談支援事業担当者へつないだ
　・地区担当職員による各地区定例会への参加回数（46回）
　　貸付事業など、民生委員が活動上で困っていること（事務処理方法等）などを事業担当者と共有し、アドバイ　スな
どバックアップを行った。

年12回 年12回 年12回

2回

3

年2回 年2回

目標・指標　事業達成度（達成度平均）

一斉
改選

一斉
改選

年2回

感染
予防
のた
め中
止

1回
※一部
中止

民生委員・児
童委員一斉
改選

年12回 年12回

―

連絡調整会
議開催回数

年3回

目標値

実績値

目標値

実績値

達成度

―

―

【１】地域の課題
を把握する体制
づくり

2



◆第３期佐世保市地域福祉計画・佐世保市地域福祉活動計画　令和３年度取組み評価一覧表

令和３年度　具体的な取組み実績
実施結果の分析と今後の取組み方針
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基本目標➊

施策 事業名 ページ

地域の課題把握・解決のための仕組みづくり～様々な課題に対応した相談支援体制・連携の充実～

推進委員会

評価

自己
評価 意見

Ｒ３ Ｒ４
実施
主体 事業内容（主な取組み） 目標・指標等

 資料１－２

実績値 1地区 1地区
（2地区）

【２】課題を解決
するための体制
づくりと活動の促
進

【参考】
地区自治協
議会との再
編・合流実施
地区数（累
計）

（１）地域福祉を推進
する組織の基盤強
化と活動支援

48
市

社協

〔市〕
①地区福祉推進協議会と地区自治協議
会の再編・合流
・再編・合流を推進するとともに、社会福
祉協議会と共同して地域福祉を進めて
いく。

②地域づくりを推進しやすい活動拠点へ
の移行（地区公民館のコミュニティ施設
化等）
・地域コミュニティの活動拠点として地区
公民館のコミュニティ施設化を目指す。

〔社協〕
①地区担当職員の配置による実践活動
の連携・支援
・再編・合流をはじめ、地域を基盤とした
地域福祉活動の支援に取組む。

②福祉関係部会の代表による連絡会の
設置・会議の開催、事務局としての活動
推進
・再編・合流後も、自治協福祉関係部会
等の代表による連絡会を開催していく。

③福祉関係部会の構成員を対象とした
研修会の開催
・構成員を対象とした研修会をブロック
別に開催していく。

1地区
（3地区）

研修会開催
回数（ブロッ
ク毎）

目標値
年１回
（6カ所）

年１回
（6カ所）

83%

年１回
（6カ所）

実績値 年１回
（5カ所）

感染
予防
のた
め中
止

感染
予防
のた
め中
止

達成度

年１回
（6カ所）

0%

【実施結果の分析と今後の取組み方針】
〔市〕
①地域運営研究会の議論を踏まえて、地区自協議会と福祉推進協議会の連結の在り方を地域内で調整し、より地域
運営が効果的にできる体制を作っていく。そのために必要な支援及び助言を行っていく。
②整理した内容を社会福祉協議会・福祉推進協議会と共有し、体制を整備していく。

〔社協〕
○「佐世保市地域運営研究会」では、各種団体と地区自治協議会の連結について検討された結果、これまでの「再編
合流」によって一つの組織にまとまる形態ではなく、それぞれの地域の実情に合った方法で連携していけるのであれ
ば、一つの組織にまとまる以外の方法でもよいと整理された。
→地域にとって福祉活動に取り組みやすく、継続できる形を目指し、地区福祉推進協議会をはじめ、地区自治協議
会、及び各種団体の意向を確認しながら、地域の実情に合った連携方法を検討する。

○新型コロナウイルス感染症予防のため、オンライン方式による会議を初めて実施。Wi-Fi環境など実施可能な場所
に制限はあるが、参加者及び主催者としてのノウハウを習得することができた。
→新型コロナウイルスの影響もあり、参集しての会合が実施できないことも想定されるため、引き続きにオンラインで
の開催を視野に入れ、地域福祉の推進に向けた福推協等会長連絡会や研修会など継続的に実施していく。

【具体的な取組みと実績】
〔市〕
①令和3年度は1地区が合流した。当該地区は、令和2年度から協議を進めてきたもので、令和2年度に、合流に向け
た手続きの支援や合流にあたり整理しておくべき事項の助言を実施。

②令和3年度は、地域運営研究会で、再編合流のあるべき姿を検討することとしていたため、再編合流に向けた支援
は一時中断とした。地区公民館のコミュニティ施設化は、R3年4月から実施（完了）

○令和3年度から地域運営研究会において、再編合流については、「再編合流の効果＝『有効マネジメント』の効果を
得られる限り、統合の形式にはこだわらない」ことを確認。
【理由】
〇青少年健全育成会や福祉推進協議会等と統合した場合、自治協事務局の負担が増加すると同時に、各地域組織
が保有していた、一定の専門性・主要構成員・意欲等が失われるという声がある。
〇再編合流は「役員重複問題」を、地域組織を消滅させることで実現しようとするもの
　→本当にその地域組織を消滅させていいのか（組織存在の意義はないのか。例：保健環境連合会）
〇自治協と地域組織の区域の違い等もあり、再編合流以外の方法を望む声がある。

つまり、効果が得られることを前提に、福推協の組織を解散して、自治協に合流した方が良いのか、福推協は残した
まま福祉部会と連結して課題を解決した方が良いのかは、それぞれの地区で判断し、より地域運営が効果的にでき
る体制を作っていく。

〔社協〕
①地区担当職員による実践活動の連携・支援
・地区担当職員が中心となり各地区福推協への活動支援を行い、ふれあい食事サービスやいきいきサロン等をはじ
めとする各種事業の推進を行った。
・地域運営研究会において整理されたとおり、地域の実情に合った方法での自治協議会との連携で、令和3年7月、
柚木地区福祉推進協議会が自治協議会に合流した。令和4年3月末現在、鹿町、吉井と含め計3地区で再編合流が
完了した。（令和4年4月に宮地区が合流予定）

②福推協及び自治協福祉関係部会会長連絡会の開催等
○福推協等会長連絡会
≪第1回≫　開催日：令和3年6月　※新型コロナウイルス感染症予防のため書面表決
　　　　　　　 内　 容：福推協等会長連絡会の会長及び副会長並びに幹事の選任について他
≪第2回≫　開催日：令和3年12月14日～15日
　　　　　　　 内　 容：地域主体による新たな生活支援サービスについて他
≪第3回≫　開催日：令和4年3月7日　オンラインにて講話を実施した。
　　　　　　 　内　 容：講話「地域福祉課題解決に向けた住民参加の地域づくり（中津市社会福祉協議会）」他

○先進地視察研修会
　大分県中津市社会福祉協議会への視察研修を予定していたが、新型コロナウイルス感染症予防のため中止とし
た。そのため、第3回福推協等会長連絡会において、オンラインによる研修会を開催した。

③福推協等構成員を対象とした研修会の開催
　令和4年3月に市内6ブロックで開催を計画していた研修会は、新型コロナウイルス感染症予防のため中止した。

目標・指標　事業達成度（達成度平均） 0%

3

年１回
（6カ所）

0%

3



◆第３期佐世保市地域福祉計画・佐世保市地域福祉活動計画　令和３年度取組み評価一覧表

令和３年度　具体的な取組み実績
実施結果の分析と今後の取組み方針

Ｒ５Ｒ１ Ｒ２

基本目標➊
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年次
計画

検討 推進 推進 推進 推進

実績値 推進
（年3回）

推進
（年2回）

推進
（年2回）

【２】課題を解決
するための体制
づくりと活動の促
進

（２）多機関協働によ
る地域の相談支援
体制の構築

49
市

社協

〔市・社協〕
地域における相談体制の強化を図るた
めの「地域福祉・生活支援ネットワーク」
の構築

①民生委員・児童委員や地区自治協議
会など、地域を基盤とした組織、地域包
括支援センターや医療・福祉専門職等と
の協働を推進する。

②「要保護児童対策地域協議会（佐世
保市子ども安心ネットワーク協議会）」に
おいて、関係機関との連携を図り、子ど
もと子育て家庭を包括的にサポートす
る。

③「佐世保市在宅医療・介護連携サポー
トセンター」において、地域の医療・介護
の関係団体の連携を推進。在宅医療・
介護サービスと福祉の連携強化を図り、
誰もがニーズに合った支援を受けられる
地域づくりを推進する。

地域福祉・生
活支援ネット
ワークの推
進（会議開催
回数）

【実施結果の分析と今後の取組み方針】
〔市〕
①多様な主体の参画による地域福祉・生活支援ネットワーク（第１層協議体）を開催し、地域課題の共有と解決に向
けた協議を行った。今後も複合的な地域課題について、同ネットワーク協働による解決を目指す。

②要保護児童対策地域協議会を活用し、関係機関や関係団体等と連携することで、保護を要する子どもやその保護
者に対する適切な支援につながった。引き続き、協議会の開催を通じて、関係機関との連携を図り、子どもと子育て
家庭を包括的にサポートしていく。

③多職種で連携していくことの重要性・有効性について、多職種間で理解を深めることができ、有意義な研修会となっ
た。今後も引き続き研修会を実施することによって、多職種のつながりを深め、連携を推進していく。

〔社協〕
○第1層生活支援コーディネーターと連携し、関係機関・団体の情報共有、情報交換の場を設置することができ、会議
を行うことで今後の各機関での取り組みに繋がった。

○市独自の生活課題を取り上げ、各機関の取組み内容や施策、制度等を知ることが出来た。お互いの取り組内容を
知ることにより、今後の各機関との連携のきっかけ、またはつながりを作ることが出来た。

【具体的な取組みと実績】
〔社協〕
①「地域福祉・生活支援ネットワーク会議（第1層協議体）」を設置・開催
≪第1回≫開催日：令和3年9月30日（木）
　　　　　　 内　 容：１　報告事項　○第1層SCからの報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ニーズ調査・マッチング実績など
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・移動支援付き買い物サービス導入について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ○社会福祉協議会からの活動報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新型コロナウィルス感染症にかかる「ボランテイア活動団体プロジエクト」につ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いて
　　　　　　　　　　　　２　協議事項　　・新型コロナウィルス感染症への取組み情報共有・各団体会員への情報共有
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の方法について
　　　　　 　 出席者：14名
≪第2回≫開催日：令和4年3月2日（火）
　　　　　　   内   容：１　報告事項　・第1層SCからの取組み報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・吉井地区第2層SCから「おもやいネットよしい」
　　　　　　　　　　　　 ２　協議事項　「坂の街で暮らす～斜面地居住について～」各機関からの課題共有
　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　・都市整備部　建築指導課　　・司法書士事務所　　・西海みずき信用組合
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　・防災危機管理局　　・土木部　河川課　　・ララコープ花高
　　　　　  　出席者：24名
○会議参加メンバー
　　民生委員・児童委員、地区福祉推進協議会、老人クラブ連合会、社会福祉士会、介護支援専門員、医療ソーシャ
ルワーカー、包括支援センター、市関係各課、第1層生活支援コーディネーター、社会福祉協議会

②「要保護児童対策地域協議会（佐世保市子ども安心ネットワーク協議会）」を年5回(委員会2回、検討会3回）開催し
た。また、個別ケース会議を適宜(111回）開催し、対象児童の支援について検討した。

③多職種連携研修会を企画・開催
　■第１回　開催日：令和４年１月１０日～２か月間
　　　　　　　　内　容：動画配信による個人視聴及び各市町による集合研修を実施。
　　　　　　　　　　　　　１人暮らしの高齢者が急増する現状においてその支援方法やノウハウを確立し、行政・医療
                            福祉関係者が連携して解決策や支援スキルを習得する。
　　　　　　　　講　師：弁護士法人翼・篠木法律事務所　篠木　潔　氏
　　　　　　　 参加者：動画視聴のため正式な参加者数は不明（集合研修参加：130名、アンケート回答：194名）

　■第２回　開催日：令和４年２月１１日（金・祝）
　　　　　　　　内　容：Web研修会（Zoom）による研修を実施。
　　　　　　　　　　　　 在宅医療の現場におけるACP（アドバイス・ケア・プランニング）についての講演会を実施し、
                           ACPの必要性や多職種との連携の重要性を学ぶ。
　　　　　　　　講　師：とみやす在宅クリニック院長　冨安　志郎　先生
　　　　　　　 参加者：217名

○研修会参加職種
医師・歯科医師・薬剤師・看護師・ケアマネジャー・医療ソーシャルワーカー・リハビリ（PT・OT・ST）・社会福祉士・介
護職・保健師・その他
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◆第３期佐世保市地域福祉計画・佐世保市地域福祉活動計画　令和３年度取組み評価一覧表

令和３年度　具体的な取組み実績
実施結果の分析と今後の取組み方針

Ｒ５Ｒ１ Ｒ２

基本目標➊

施策 事業名 ページ

地域の課題把握・解決のための仕組みづくり～様々な課題に対応した相談支援体制・連携の充実～

推進委員会

評価

自己
評価 意見

Ｒ３ Ｒ４
実施
主体 事業内容（主な取組み） 目標・指標等

 資料１－２

実績値 3回

感染
予防
のた
め中
止

感染
予防
のた
め中
止

実施 実施 実施

検討 検討 検討

0% 0%

【２】課題を解決
するための体制
づくりと活動の促
進

（３）課題解決に向
けて“つながる”仕組
みづくり

【参考】
地域カフェの
設置・運営

地域包括庁
内推進会議
の開催

50

達成度 150%

実績値

年次
計画 検討 実施

【具体的な取組みと実績】
〔市〕
①新型コロナウイルス感染症の影響を受けて保健福祉部の対応業務が増加したことから、既存業務は優先順位を付
けて実施することとし、地域包括庁内推進会議については開催を見送ることした。
また、併せて設置している３つの部会（避難行動要支援者関係部会、交通関連生活弱者対策部会、生きがい就労・プ
ラチナ部会）も同様の理由により開催しなかった。

〔社協〕
①「地域カフェ」の設置に向けた検討
・地区コミュニティセンターのスペースを活用した「地域カフェ」の開設について、他都市の事例を参考に情報交換を行
い、実施内容や形態について検討した。（場所：崎辺地区コミュニティセンター）
・コミュニティセンター所長との情報交換をふまえ、地区自治協議会保健福祉部会と検討を始める計画だったが、新
型コロナウイルス感染症の影響もあり進展することができなかった。
　
②座談会等の開催は、新型コロナウイルス感染予防のため進めることが困難であった。一方、各地区で実施されて
いる「地域支え合い推進会議」では、課題解決に向けた取り組みが検討され、一部の地区では、住民主体による生活
支援グループの立ち上げ、実践活動が進んだ。

3

〔市〕
①地域包括庁内推進会議の開催
・福祉のみならず、多分野の庁内部署が
つながる連携会議の開催。

〔社協〕
①「地域カフェ」の設置推進
・地域カフェの設置に向けた情報収集及
び検討。

②座談会等の開催による話し合いの場
づくり推進
・専門職等による地域課題を共有した座
談会の開催。

市
社協

目標・指標　事業達成度（達成度平均） 0%

【実施結果の分析と今後の取組み方針】
〔市〕
①包括的な支援体制の整備（重層的支援体制整備）に向けて、部局を横断した庁内連携の場として地域包括庁内推
進会議を再開し、庁内関係者からの意見聴取、意識の統一等を図りながら、具体的な取組について検討を進める。

〔社協〕
○地区コミュニティセンターを活用した地域カフェの開設に向け、まずは、世代間交流事業を実施し定期的なカフェの
開設につなげることを検討したが、新型コロナウイルス感染症拡大により中断となった。
→地区コミュニティセンターとの検討を継続し、また地区自治協議会とも連携を図りながら、開設に向けた取り組みを
推進する。

○生活支援体制整備事業における、生活課題の解決に向けた住民主体の活動が広がりを見せている。
→地域住民が主体となった新たな取り組みを推進するため、その活動の創設について財政的な支援を行い、住民同
士の支え合い活動及びボランティアによる生活支援サービスの実施を推進する。

目標値 年2回 年2回 年2回 年2回 年2回
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◆第３期佐世保市地域福祉計画・佐世保市地域福祉活動計画　令和３年度取組み評価一覧表

令和３年度　具体的な取組み実績
実施結果の分析と今後の取組み方針

Ｒ５Ｒ１ Ｒ２

基本目標➊

施策 事業名 ページ

地域の課題把握・解決のための仕組みづくり～様々な課題に対応した相談支援体制・連携の充実～

推進委員会

評価

自己
評価 意見

Ｒ３ Ｒ４
実施
主体 事業内容（主な取組み） 目標・指標等

 資料１－２

目標値 10,700件 10,800件

12,880件

10,900件 11,000件 11,100件

【３】情報発信力
の強化

達成度 102% 120%

（１）福祉サービス利
用者の選択に役立
つ情報提供

51
市

社協

〔市・社協〕
①福祉制度やボランティア活動、地域活
動に関する情報をホームページに掲載

②最新の情報を提供するための情報更
新

③閲覧者から問合せができる仕組みづく
り

くらしに役立
つ福祉情報
ガイドのアク
セス件数 実績値 10,896件 12,989件

（２）コミュニティソー
シャルワークに対応
した情報提供

51 社協

〔社協〕
①ホームページや広報紙等による情報
提供
・社協だより、地域福祉かわら版「よもー
で」など広報紙の発行を通した情報提供

②市民が必要とする情報ニーズの把握
・「くらしに役立つ福祉情報ガイド」の問
い合わせフォーム通じたニーズ把握など

③新たな社会資源の情報収集
・「くらしに役立つ福祉情報ガイド」に新た
な社会資源情報を掲載するなど

【参考】
ホームペー
ジや広報紙
等による情
報提供他
※社協だより
の発行回数

実績値 3回 3回

【実績結果の分析と今後の取組み方針】
〔社協〕
地域住民や団体等から寄せられる情報やニーズ等を参考にしながら、市民が求める情報や関連事業、地域での支え
合い活動など、生活に身近な情報提供を行っていく。

3

【具体的な取組みと実績】
〔社協〕
①サロン等に参加した際に周知活動を行った。QRコード付きのチラシを社協受付窓口に設置、関係機関や情報掲載
団体等へ配布し、PRを行った。また「地域福祉かわら版YOMO-DE第26号（9月号）」にPR記事を掲載。情報更新後
ホームページへ投稿を行い、周知を図った。

②「くらしに役立つ福祉情報ガイド」の情報更新
　・フォーマルサービス（掲載実績：187件）
　　高齢者分野、障がい者（児）分野、子ども分野、経済的支援の相談窓口、介護保険制度、総合支援サービス、
　　生活保護、貸付制度等の紹介について掲載（令和3年7月～情報更新調査、10月更新完了）
　・インフォーマルサービス（掲載実績：130件）
　　NPO、市民活動団体等の情報（団体の種類、団体名、活動目的、活動内容等）を掲載（令和3年3月～情報更
　　新調査、5月更新完了）

③インターネット上のお問い合わせフォームに記入例を追加し、活用の促進を図った。

目標・指標　事業達成度（達成度平均） 118%

3回

118%

基本目標　総合評価

【実施結果の分析と今後の取組み方針】
〔社協〕
○新型コロナウイルス感染症の影響により、各種関係機関との会議や地域福祉活動も自粛や中止となり、思うように
会議等でのPR活動ができなかったが、チラシの設置・配布をはじめ、広報紙への掲載やホームページの更新を行
い、閲覧数の増加に努めた。
→引き続き、広報紙やホームページをはじめ、様々な機会を通じてより一層の閲覧者の増加を目指す。

3

【具体的な取組みと実績】
〔社協〕
①広報紙では、各世代に合ったテーマや内容を特集し、伝わりやすい内容の紙面づくりを心がけた。また、発行時期
に合わせて、時事問題などの特集を組み、市民に関心を持ってもらうような内容を掲載した。ホームページでは、地域
での支え合い活動の取組みの様子などを掲載し、各地域で住民同士の支え合いが広がっていることを周知した。
　・社協だより　　　年3回/101,000部発行
　・地域福祉かわら版「よもーで」　　　年3回/4,000部発行
　・ボランティア情報誌「くれよん」　 　年6回/4,450部発行

②広報紙のクイズ回答者からの意見や、民児協定例会等、サロン訪問時等に情報収集を行った。

③ボランティアセンターや長崎県生活環境課からの情報や、生活支援体制整備事業による住民同士による生活支援
サービスなど新規団体等の把握に努めた。
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